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A Study on recognition of snow surface shape using weight sensor 
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果について報告する．また，実験に使用した無人自動観測システムに関するノウハウも紹介する．   
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2.4  積雪計 



























提案手法の有効性を評価する実験は 2015年 12月 19日～







した様子を図 3 及び図 4 に示す．なお，図 2 において，簡
易積雪計の上部を固定する部材は記載を省略している． 
図 2 実験装置の配置 
 
図 3 重量センサ外観 
 
図 4 設置した実験装置全体の外観 
 















4.2  検証用簡易積雪計 







2.4  積雪計 
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4.2  検証用簡易積雪計 






図 5 重量センサの荷重に対する出力電圧特性 
 
図 6 簡易積雪計の構造 
 






の出力の AD 変換を担当する．実験装置全体の構成を図 7
に示す．マスターコントローラは Arduino UNO Rev.3，ス
レーブコントローラは PIC16F690 を使用し，観測データの
蓄積とインターネット接続を司るコンピュータには




する ID は PIC マイコンの EEPROM 領域に格納し，プロ
グラム本体を書き換えることなく変更できるようにした．
これも現場での設置効率の向上に貢献した． 

























































類のものを採用し，PC/AT互換機と Raspberry Piの 2台体
制で運用している．本研究では Raspberry Pi を主とし，
PC/AT互換機を副とした． 
 
5.4  電源の自動再投入 
 人為的な操作ミスや何らかの不具合によってコンピュー
タがシャットダウンしてしまった場合に備え，PC/AT 互換
機は BIOS の機能によって 1 日に 1 度，Raspberry Pi はウ
ォッチドックタイマーによって電源が再投入されるように
構成されている． 
























 観測結果の一例として 2016年 1月の観測結果を図 8に示
す．  
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[4] 気 象 庁 ： 積 雪 計 ／ 観 測 の 原 理 ，
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kansoku_guide/e
1.html，2016年 11月 28日最終閲覧 
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